
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 中世荘園の景観が現代に伝わる河内長野市天見・流谷地区で、歴史的景観を活かし

た催しを１１月１１日(土)・１２日(日)に開催します。事業の舞台となる流谷地区は、

京都の石清水八幡宮の荘園があった場所で、棚田、民家や小川が美しい里山景観を形

作り、中世以来の人とひとの繋がりが祭礼の中で息づく稀有な地域で、訪れた人を中

世世界へと誘い、心の安らぎを与えています。 
この催しでは、景観の解説、破損した棚田の石垣を伝統的技術で修復する体験事業

や伝統的祭礼の体験等、地域の歴史と文化を体験できる多様なイベントを行います。

また、同時開催される地元の天見小学校のオープンスクールでは、児童が地域に伝わ

る歴史を題材とした寸劇や紙芝居などを行います。 
 今回の事業については、大阪市立大学都市計画研究室が当地域の景観的特徴とこれ

を維持している人の営みやつながりについて研究を行っていたことがきっかけとなり、

地域住民や小学校の賛同を得て、実現につながりました。当日は、学生、地域住民、

児童、文化財ボランティアなど多彩な人材の参画のもとに事業を進めます。 
  
１．期間 

１１月１１日(土)１０時～１７時・１２日(日)１０時～１５時 
 
２．場所：流谷・下天見地区 
 詳細は別紙ちらし参照 
 
３．実施イベント 
 １１日・１２日実施 
  パネル展示／スタンプラリー／現地散策・風景を切り取ろう！ 
 １１日のみ 
  天見小学校児童による歴史文化に関する催し／棚田イルミネーション 
 １２日のみ 
  石垣修復体験／勧請縄掛けの縄をつくろう！  
 詳細は別紙ちらし参照 
 
 
 
問い合わせ 河内長野市教育委員会ふるさと文化財課（☎0721-53-1111） 

 

河内長野市 報道提供資料 

文化財特別公開事業 

ぐるっとまちじゅう博物館 2017の開催 
～中世の荘園が息づく谷 流谷・下天見～ 

平成２９年１０月３１日 
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